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研究成果の概要（和文）：肺癌患者における 3.0T による至適撮像法の開発のため，ファントム

実験にて撮像法の最適化を図ると共に，画質に関して評価した。また，肺結節診断法に関して

検討すると共に，肺機能イメージングへの応用としてソフト開発を行い，肺局所 T2*値の測定

を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：To develop 3.0T MR sequences, phantom studies were performed.  
Then, they were applied for differentiation of malignant from benign nodules and 
pulmonary functional imaging with software development.  
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１．研究開始当初の背景 

 （１）一般に肺癌患者の治療成績の改善に

おいては治療法の開発及び改良が最重要課

題であると考えられ[18F] 

fluoro-2-D-glucose（FDG）を用いた陽電子

断層法（Positron emission tomography: PET）

の高い診断能の報告に基づき、FDG-PET の臨

床応用を推奨している。しかし，その後の研

究により FDG-PETにおいては我が国など慢性

或いは陳旧性炎症性疾患を背景に有する肺

癌患者において診断能が低下することが指

摘され，より精度の高い肺癌の画像診断法の

開発は急務となりつつある。 

 

（２）近年臨床導入された 3.0T MR 装置にお

いては①高い信号強度ノイズ比及び②高い

緩和時間解析能により、肺癌 MR 診療の更な

る飛躍が期待されている。 



 

２．研究の目的 

 1.5T MR 装置にて確立した様々な研究成果

を 3.0T MR 装置へ移植し，新たに 3.0T MR 装

置を用いた①信号強度解析による肺結節鑑

別診断法の開発，②肺癌の転移リンパ節診断

法の開発及び③術後肺機能予測法としての

MR 灌流画像法（Perfusion MRI）等の肺機能

イメージングの手法確立を行うことを目的

とする。 

 

３．研究の方法 

（１）ファントム実験において 1.5T MR 装置

と 3.0TMR 装置における信号強度変化を各撮

像法ごとに比較し，造影剤の信濃度－信号強

度曲線をもとに造影検査に最適な撮像法を

決定する。 

 

（２）肺癌患者に対して 1.5T および 3.0TMR

装置にて撮像を行い，信号強度や画質を比較

し，肺結節における結節検出能および診断能

を比較する。 

 

（３）術後肺機能予測法としての Perfusion 

MRI とあわせて肺実質の機種の程度を評価す

るための肺機能イメージング手法をソフト

とあわせて開発し，CT 等と比較する。 

 

４．研究成果 

（１）1.5TMR 装置に比して 3.0TMR 装置にお

ける造影剤濃度－信号強度曲線においては

低い濃度における信号強度上昇率が高く，高

濃度域における T2* effect による信号低下

が 顕 著 で あ り ， 1.5TMR 装 置 に 比 し て

Perfusion MRI になお改良が必要であること

が示唆された。 

 

（２）肺結節の検出および良･悪性鑑別診断

においては 3.0T MR 装置では 1.5T MR 装置と

同様の撮像法を行うことは可能であったが，

画質が悪化する点から，前者では呼吸同期法，

後者では息止め法での撮像が最適であるこ

とが示唆された。 

 

（３）肺結節検出においては 3.0T MR 装置が

信号雑音比に優れるため，検出能においては

1.5T MR装置に勝っていることが示唆された。

ま た ， 3.0T MR 装 置 に お い て は

Multidetector-row CT（以下 MDCT）と同等の

検出能を有しており，MRI を用いた肺癌スク

リーニングの可能性が示唆された。 

 

（４）肺結節における良･悪性結節の鑑別診

断能においては 1.5T MR と比して同等の感度

を有しているものの，撮像法によっては高い

良性結節検出能により，特異度が低下する傾

向があったが，正診率および特異度共に優位

な低下は認められなかった。 

 

（５）肺機能イメージング法としては

Perfusion MRI の撮像法の最適化が困難であ

った一方，新たな肺気腫の程度を評価する

T2*値の測定を可能に知る Ultra-short TE に

よる肺実質のイメージング法（Ultra-short 

TE MRI: 以下 uTE MRI）が開発できた。 

 

（６）uTE MRI において，肺気腫の程度を MDCT

と比較することにより，MDCT と同等の肺気腫

評価能を有すると共に，肺機能と T2*値との

相関や MDCT と同等の肺気腫の重症土俵可能

を有していることが示唆され，今後の術後肺

機能予測への応用の可能性が示唆された。 
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